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■長者町町内会は今年初めて夜警活動を始められ 

ました。きっかけは毎年秋に「消火訓練」をしている 

ので，今年は「夜警」をしようと町内会役員にお願い 

してやることになったそうです。２８日２１時に「年末 

夜警詰所」の荒神社に集合，役員 9 人は誘導灯・拍 

子木を手にして早速列を組んで出発されました。 

拍子木をカッチン，カッチン「戸締り用心，火の用心 

！」と掛け声もろともに夜の道を歩いて行かれまし 

た。最初は２１時，次は２１時３０分から巡回されます。 

町内の住民の安心と安全のために活動される熱意 

に敬服いたしました。 

本庄中二丁目の夜警  

■12 月 28 日（月）20 時,拍子木の音を頼りに，追い

かけて行くと夜警の人でした。２８日 29 日 30 日の

20時と 21時に 25人の有志が巡回夜警をしていま

す。この夜警は 20年前に町内に「付け火」があった

のが契機で，男女を問わず回覧板で有志を募集し

て「火の用心」と防火防犯の大切さを呼びかけて

います。◆１回５人 2 組で東と西に分かれて夜警し

て終わると詰所でお茶を呑みながら町の行く末を

語り合います。若い者と年配者が仲睦まじく町内

の安心と安全に取組んでいる光景に,素晴らしい町

内の姿を見せて頂きました。 

南本庄自治会の夜警  

■１２月２８日(月)１８時，金山自治会長宅に集合した役員

５人は，早速夜警に出発しました。２０年前放火があった

のがきっかけで毎年２７日２８日 20時から 22時までの２

時間，のぼりを先頭にして拍子木を打ちながら，町内を

「火の用心！」と全員で掛け声をかけながら歩きます。

世帯数３０世帯の自治会ですが，会員の住む南本庄町

を隈なく夜警しています。 

 

 
■１２月末日，地域の人々が拍子木を打ちながら町内を「火の用心！」と 

掛け声をかけて夜回りする「町内夜警活動」を取材しました。(西公民館長) 

 



西町協和会の夜警 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福山市消防団西分団の夜警 
 ■福山市消防団は，消防組織法と福山市消防団条例に基づいて福山市が設置してい

ます。現在２，８４８人の団員がいて，５９の分団と女性消防団が所属し，第１～８方面隊で

構成されています。その中の西分団(分団長 佐藤登志海)は，西学区と明王台学区

を管轄しており，福山市の中心に位置する９つの分団で組織する第３方面隊に所属し

ています。第 1 班の消防ポンプ車は西小学校南門前の器具庫（西分団防災拠点施設）

に，第二班は明王台に上がる坂道の途中にある器具庫に可搬式消防ポンプを有して，

２５名の団員が所属しています。 

  

◆年末夜警 

 

 

 

■12 月 28 日（月）２１時 30 分，西町協和会館に伺うと 

伊達町内会長が夜警の準備をして部屋を暖め、茶菓

子の用意をしていました。協和会は戦後町内会発足と

同時に年末の夜警が始まったと言われています。 

年末になると５日間，毎夜２２時・２４時・朝方２時の３回

夜警をしていました。この集会所は元「腕用消防ポン

プ庫」で，後に町内の集会所になっています。昔の夜

警は若者の年末の親睦の場で，ドラム缶で火を焚いて

スルメやミカンを食べて，それが何よりの楽しみだっ

たのでしょうか？。今年はコロナ禍でゆっくり皆さんと

話も出来ないのが残念だと会長は言われていまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１２月２９日 20 時 第一班器具庫 夜警集合】 

 

 

佐波町内会の夜警 

■１２月２９日(火)１８時，佐波公民館前に集合した佐

波町内会の夜警担当者は各自が誘導灯・拍子木・ラ

イト・「イノシシ除け鈴」を持って夜警に出発しまし

た。去年までは３０人の担当者が２６日～３０日まで

の５日間，東地域と西地域に分かれ３人１組になって

２１時から２３時まで夜警をしていましたが，今年にな

ってイノシシが夜出没し，役員だけで１８時から約１時

間ばかり夜警をされています。 

【夜警:防犯防火の広報活動とパトロール】 


